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【緒言】
八味丸は腎陽虚の代表的な薬剤であり、前立腺肥大症や排尿困
難、頻尿に対して効果を示すとされている。頻尿症は泌尿器科が
診察する代表的な症状だが、しばしば難治性で様 な々薬を試し骨
盤底筋体操や蓄尿訓練を指導するも状況が改善しない場面に遭
遇する。今回、我々は難治性の頻尿に対して八味丸が有効であっ
た症例を経験したため報告する。
【症例】
症例は75歳、男性。昼夜問わず頻尿を有することを主訴にX年1月
に当院泌尿器科を受診し、腹部超音波検査で前立腺容積:
21.05mLのごく軽度の前立腺肥大症を認めた。問診ではIPSS:24、
QOLスコア:5、OABSS:7であり、PSA:1.4 ng/mLと前立腺癌は否
定的であった。初診時に前立腺肥大症による頻尿症状と考え、タ
ムスロシン塩酸塩錠:0.2 mg/日の処方を開始するも無効のため、
タムスロシンから他剤に変更した。以後、様々な薬を処方するも効
果が乏しく頻尿症状が改善しなかった。X年11月に八味丸 7.5 g/
日の単剤処方を開始したところ、本人より症状改善したとの報告
があった。X+1年2月のIPSS:18、QOLスコア:3、OABSS:5であり、
問診からも頻尿症状の改善が確認された。現在に至るまで八味丸
の処方を継続しているが、頻尿症状の悪化なく経過している。
【考察】
八味丸は乾地黄、茯苓、山茱萸、牡丹皮、山薬、沢瀉、桂枝、附子か
らなる薬剤で、六味丸で腎陰を補い、桂枝と附子で腎陽を鼓舞し、
疲労及び倦怠著しく尿量減少または尿回数増加があり手足に交
互的に冷感と熱感のある排尿諸症状の改善に対して有用であると
されている。本症例では、様々な薬剤を試したものの、最終的に八
味丸による症状改善を認めており、難治性頻尿症状に対して有効
な選択肢になり得ると推測された。

【背景】
近年泌尿器科領域においても漢方薬の占める役割が大きくなって
きつつある。その背景には高齢化社会や時代の変遷に伴う社会
の複雑化などが考えられ、所謂“慢性疲労”の状態の患者さんが多
いともいえる。今回我々は主に疲労感を伴う感染症患者における、
補中益気湯の使用状況について後方視的に調査・検討を行った
ので、報告する。
【対象と方法】
最近3年間において神戸大学医学部附属病院泌尿器科慢性疲労
を伴う、男性不妊症以外の患者で補中益気湯を内服している患者
とした。検討項目として、年齢、性別、疾患、基礎疾患、症状、処置
（カテーテル留置など）、PSA値、前立腺容量、残尿量、内服薬、画
像診断の有無、受診前の投与抗菌薬、投与抗菌薬、膿尿、血尿の
有無、尿培養検査所見とした。
【結果】
合計で11人の患者が感染症患者であった。そのうち内訳は男性7
人、女性4人であった。年齢は35－97（中央値　72）歳、感染症疾患
としての内訳は慢性前立腺炎が6人、慢性膀胱炎が5人であった。
基礎疾患としては腎盂腎炎2人、尿路結石2人、急性前立腺炎1人、
子宮体癌　1人、淋菌性尿道炎　1人、狭心症　1人、糖尿病　1人
（重複あり）、なし　2人であった。さらに主訴としては会陰部違和
感　2人、頻尿　2人、尿混濁　2人、会陰部痛　1人、排尿時痛　1
人、下腹部違和感　1人、陰茎部痛　1人、睾丸痛　1人であった。
男性においてPSA　0.047-2.704 (中央値　0.636) ng/mlであり、
残尿量　0-30 (中央値　0) mlであった。排尿に関する内服薬はウ
ラピジル　3人、オオウメガサソウエキス・ハコヤナギエキス配合剤
2人、シロドシン1人、デュタステリド1人、タダラフィル1人、ナフトピ
ジル1人、フェソテロジン1人、イミダフェナシン1人（重複含む）で
あった。投与抗菌薬としては、レボフロキサシン3人、ミノサイクリ
ン2人、ファロペネム1人、アジスロマイシン1人、シタフロキサシン1
人、セフテラム1人、ノルフロキサシン1人、セフポドキシム1人、ST合
剤1人、キノロン（詳細不明）1人、なし3人（重複含む）であった。膿
尿は6人に認め、血尿も5人に認めた。尿培養では大腸菌を4人、緑
膿菌を1人に認めた。
【結論】
慢性尿路性器感染症での疲労感など症状緩和目的に補中益気湯
が使用されていた。
今後さらに症例を積み重ねてその効果の検討を続けていきたい。


